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OVERVIEW
 オンライン旅行市場は、2003 年で、約 200 億㌦（ 2 兆 2 千億円）の大きな

市場に成長している。（ 2002 年度比で+34%）　（オフライン市場では、３

万ほどのオフライン旅行社が、800 億㌦（８兆 8 千億円）を売り上げている）

 オンライン旅行社 3 社で、①オンライン旅行市場の 77 ％、②全米オンライ

ン市場の 38%、③旅行総市場（ on + off ）の 8%のシェアーを持っている、

寡占市場。

 オンライン旅行社は、最早、駆け出しの未熟などころか、立派に成熟した

旅行社で、サプライヤーの流通に対して強力な影響力を持っている。

オン ライ ン航 空券 予約 で

は、Expedia, Travelocity, Orbitz

のオンライン旅行社 3 社が

最も良く利用されている。

LCCの Southwest 航空が 4 位

に ラ ン ク さ れ て い る 。

Southwest のオンライン販売

率は 54%。  (2003 年 )

全米キャリアのオンライン化

率は 27%。  (2003 年 )
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（注）ここで言うオンライン旅行市場には、出張規程に基づく管理された法人

旅行(corporate <managed> travel)を含まない。

オンライン Top ３社で、ホテル宿泊施

設オンライン販売の 1/3 近くを売り上

げている。　そして、全ホテル販売の

5%を占めている。　米大手ホテルチ

ェーンは、オンライン旅行社への依存

軽減策を打ち出している。

2003 年度のオンライン販売実績は、 197 億㌦、前年比

+34%。（総旅行市場の伸びは +2%）

2004 年度についても、同じ伸び率が予測され、267 億㌦

の売上げ（ gross booking）が予測されている。

オンラインホテル販売の急速な

成長が伺える。　 2003 年は前年

比 +57%の 58億㌦を売り上げてい

る。　オンライン旅行社のマー

チャントレート販売の展開によ

り、今後も高い成長が持続され

ると予測されている。

伸び 率は 徐々 に

下降し、 2006 年

頃に は、 年増 率

+20% を下回ると

想定される。
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Table 2.3

Online Travel Agency Gross Bookings by Segment

    2003                   2006(P)

Airline

Hotel & Lodging

International

Car Rental

Traditional Vacation Packager

Car Rental

オンラインホテル販売の著しい成長が予測されてい

る。

2006 年には、エアーと略同じ規模になると見られて

いる。

International が、ホテルに次いで大きな成長を遂げるものと予測されている。

International には、米オンライン旅行社による米国以外のサプライヤー（ BA,

LH, Accor, Hilton international 等）の販売を含む。　また、米オンライン旅行社

が運営する海外サイトの販売を含んでいる。

Expedia は、欧州・カナダで六つのサイトを運営している。　Expedia は、欧

州では、トップ３のオンライン旅行社の中に位置し、 2003 年に、 7 億ユーロ

（ 910 億円）を売り上げている。　 Travelocity Europe( Otto/Travel Overland＜

独＞との JV)は、2 億ユーロ（ 260 億円）を売り上げているものと想定される。

Travelchannel.de を買収して、欧州におけるシェアー向上を狙っている。　欧

州オンラインレジャー旅行市場は、2003 年の 127 億ユーロ（ 1 兆 6,500 億円）

から、 2006 年には、倍増の 273 億ユーロ（ 3 兆 5,500 億円）に成長すると見

込まれている。
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トップ 3社で 77％のシェアーを誇

る。

Expedia は、 2 位の Travelocity の、

略倍を売上げている。

IAC （ Expedia + Hotels.com +

Hotwire ）で、略 50%のシェアーを

押さえてしまう。

Cendantは前年比倍の 12 億㌦を売り上げている。

Cheap Tickets, Lodging.com, Neat Group（ダイナミ

ックパッケジング・テクノロジー）を保有してい

るが、各社別のデータは発表されていない。

オペークサイトの Priceline と Hotwire

の 2 サイト合計で、凡そ 10%のシェア

ーを獲得している。　　最近は伸びが

フラットになっている。　消費者に対

する幅広いアピールが弱くなってき

ている。　Priceline は、一般サイト

（ non-opaque ）へ進出している。

WorldRes は、マーチャ

ントモデルへの出遅れ

の為に、前年比で▲ 8%

の売上げ減少を来たし

ている。
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IAC (Expediaの親会社 )は 2004年度に、 5億㌦の販促費を使用予定。

新しい地域や、新に標的としたセグメント（法人、グループ、会議、豪華

ツアー需要）に対して、強力なブランド作りの為の積極的な投資を行って

いる。

1995年以来、Expediaは 6億㌦、Travelocityは 5 億㌦を販売促進に使用してい

る。

Travelocityは、この販売促進費を AOL と Yahooの複数年に亘るポータルディ

ールに使用している。

Expedia, Travelocity, Orbitz 3社合計

で、 3億㌦の販促費を使用。

3 社合計で 77%のシェアー。　オンラ

イン市場は、オフラインとは違って、

完全な寡占市場。　総旅行市場の伸び

がタッタの +2%なのに対して、オンラ

イン旅行社の伸び率は +34%(2003) 増

加している。
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InterActiveCorp
(NASDAQ: IACI)

　　　　Expedia

Hotels.com

Hotwire

2000 年から 2003 にかけて、オンライン旅行社の買収によ
り、Expedia, Hotels.com, Hotwire, Interval International(タイムシ
ェアー・エクスチェンジ)を集合する、巨大な IAC Travelを構
築。　この他に、Ticketmaster, CitySearch, Home Shopping
Network(HSN), Trip Advisor(travel portal)を保有。
強力な販売力（ IACブランドで、オンライン旅行市場の 50%
を占める）を梃に、LCCの多くを除いて、略全てのサプライ
ヤーとパートナー契約を結んでいる。

2000 年の Travelscape買収、2001 年のダイナミックパッケジ
ング・エンジン買収に続いて、業界初のマーチャントモデ

ル・ホテル販売を立ち上げ、トップの座を確保する。

欧州 5 市場とカナダのレジャーサイト（凡そ Expedia 全収入
の 15 ％を構成）を運営。
2003 年に、Expedia Corporate Travel (ECT)を立ち上げる。
WWTE (Travelscape)は、サプライヤー数社に、プライベート
レーベルのオプションを提供。

Newtrade Technology ビジネスは、チェーンにコネクティビテ
ィーを提供する。

最近の買収：  Anyway.com （仏）、Activity World（ハワイ）

2003 年に Expediaに奪われる迄、オンライン・ホテル販売の
トップサイト。　格安と TV広告(campy TV ads)で消費者に最
も知られた。　積極的なマーチャントレート・マークアップ

（ 30%~40%）と、FAXベースのコンファーメーション（現
在は Newtradeのインターフェイスに置き換わっている）によ
り、サプライヤーの反発を食らう。

他の多くが Expedia に統合された中で、ブランドを維持して
いる。　Expedia のテクノロジーを使用して、パッケジング
を提供。　欧州において、自社ブランドと、アフィリエート

サイトを運営する。

Priceline の競争敵。　変形オペーク・モデル（価格は表示す
るが、ルートとブランド名は表示しない）　サプライヤー対

応型 (suppliers friendly)格安販売サイト（殆どが在庫処分販
売）。

サプライヤーとのマーケティングは、Expedia に依存。　米
国内販売サイト。
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Leading U.S . Online Travel Agencies and Their Owners At a Glance （続き）

Sabre
(NYSE. TSE)

Travelocity

世界最大の GDS。　Travelocity は、Sabreの成長の牽引車。

第２位の規模を誇るオンライン旅行社。　ホテルマーチャン

ト販売、ダイナミックパッケジング、クルーズ販売、と新し

いサイトの装いで、トップ奪還を狙う。　傘下の Site59 ブラ
ンドは、プライベートレーベル間際販売インベントリーのリ

ーディング・サプライヤー。

Travelocity は、法人オンライン予約ツール最大プロバイダー
の GetThere を保有し、Travelocity Business を立ち上げ、フル
サービス Travel Management Company (TMC)事業に参入。
欧州の 5 市場とカナダ、アジア太平洋地区（提携先経由）で
レジャーサイトを運営する。

2003 年に、ホテルコンソリデターの World Choice Travel を
MyTravel Group plcから買収。

O rbitz
(NADAQ: ORBZ) 最近、上場により$95M （ 105 億円）を株式市場より調達。

依然としてエアライン管理サイト。　所有航空会社に重要な

第三者流通チャネルを提供。　エアラインとのダイレクトコ

ネクトを開発し、GDSバイパスに挑戦している。
どこよりも先駆けて、人気の高い Web 運賃を販売し成功す
る。（今では殆どの競争相手が Web運賃販売を実施。）
ホテル、パッケジング販売拡大と、未だ手を付けていない海

外市場進出を狙っている。

2003 年に、Orbitz for Businessを立ち上げ、法人会員 1,000 社
を獲得したと言っている。

Priceline
(NASDAQ: PCLN) “name your own price”のオペーク・モデル（ホテルオファリ

ングを伴った逆オークションサイト）を運営するオンライン

旅行販売のパイオニア。　販売の伸び悩みが、コミッション

ベースの通常（非オペーク）オンライン販売拡大に向かわせ

ている。

最近、Lowestfare.com, Travelweb.com を買収し、非オペークの
シェアー向上を狙っている。

提携によりアジア太平洋地域に進出。
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Leading U.S . Online Travel Agencies and Their Owners At a Glance （続き）

Cendant
(NYSE: CD)

Cheap T ickets

Lodging.com

旅行と不動産のコングロマリット。　Galileo, WizCom, Trust
International, THORを集合する、巨大な旅行流通事業を展開。
Cheap T ickets, Lodging.com 及びその他資産の買収によるシナ
ジー効果を模索中。

関連資産には、

① ホテルフランチャイズ（ Howard Johnson, Super 8, Ramada,
Days Inn, ほか）、

② レンタカー企業群（ Avis, Budget ）、
③ RCI （タイムシェアー）を所有している。
Neat Group は、多くのサプライヤーと第三者サイトに、ダイ
ナミックパッケジング・テクノロジーを提供している。

オンライン法人旅行サービスは、Travelport を通じて運営。

2001 年に買収したエアーコンソリデター。　オフライン（コ
ールセンター）ビジネスからオンラインに、ビジネスモデル

転換努力中。

2003 年に買収した Trip.com を統合したが、大手 3 社のオン
ライン旅行社に対する競争力強化に手間取る。　米国内営業

サイト。

最近、新装サイトを立ち上げ、数億円の TVコマーシャルに
よるシェアー向上を目指している。

利益を計上しているホテルコンソリデターで、Galileo, Cheap
Tickets, 自社及びアフィリエートサイトに、多くのマーチャ
ントレート・ホテルインベントリーを提供している。　国内

営業サイト。
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今後の展望

 オンライン旅行社は、旅行オンライン市場をサプライヤーサイトと二分し、

50%のシェアーを占めている。　この傾向は、今後も持続されると見込まれ

る。

 サプライヤーの自社サイト直販拡大の動きがある中で、オンライン旅行社は、

以下の戦略をとって、サプライヤーに対抗するだろう。

①　米国以外の地域に於ける市場への参入

② ブランド力の強化とテクノロジー投資の拡大

③ サプライヤーが真似の出来ない、パッケージなどの総合的な商品の提供

（パッケージ市場は、総旅行市場の 10%の規模に達している。　 2006

年までには、オンライン旅行社は、ダイナミックパッケジング・テクノ

ロジーを駆使して、総パッケージ販売の 83%のシェアーを獲得するだろ

う）

④ クルーズ販売の強化（未だオンライン旅行市場のタッタの 1%を構成す

るに過ぎないが、消費者は、クルーズのオンライン購入に、大きな興味

を持っている）

⑤ オンライン旅行社のホームページと検索結果ページ上のスペース（ real

estate）のサプライヤーへの提供（見返りに、サプライヤーから、マー

チャンダイジングフィーの徴収、より安いネットレートの獲得、より高

いコミッション率の獲得）

⑥ これらの施策遂行のために、オンライン旅行社の M&A によるコンソリ

デーションが進行するだろう。
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